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三
島
村
は「
日
本
の
保
健
室
」室む

ろ

之の

園そ
の 

晃あ
き

徳の
り

（
鹿
児
島
県
三
島
村
教
育
長
）

竹
島
、
硫
黄
島
、
黒
島
の
有
人
三
島
か
ら
成
る
三
島
村
。
全
島
合
わ

せ
て
人
口
三
四
二
人
（
令
和
六
年
一
一
月
一
日
現
在
）
の
村
で
は
、
一
九
九

七
年
よ
り
村
内
の
小
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
を
島
外
か
ら
受
け
入
れ

る
「
し
お
か
ぜ
留
学
（
離
島
留
学
）」
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

鹿
児
島
か
ら
の
定
期
船
が
週
に
四
本
の
運
航
と
、
本
土
側
と
毎
日
行

き
来
で
き
な
い
小
さ
な
島
々
へ
の
移
住
は
難
易
度
が
高
い
が
、
離
島
留

学
で
あ
れ
ば
期
間
も
限
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
に
も
地
域
に
も
メ
リ
ッ

ト
が
大
き
い
。
事
業
の
開
始
か
ら
現
在
ま
で
に
東
京
や
横
浜
、
九
州
を

中
心
に
延
べ
五
〇
〇
人
以
上
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
実
績
が
あ
る
と
い

う
。

令
和
六
年
一
一
月
一
五
日
（
金
）、
東
京・池
袋
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ

テ
ィ
文
化
会
館
に
て
「
し
ま
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
４
（
公
益
財
団
法

人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
主
催
）」
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
は
「
学
び
の
島
に

よ
る
離
島
創
生
～
離
島
留
学
と
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
の
事

例
か
ら
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
島
の
資
源
を
活
か
し
た
教
育
の
実
践
や
郷

土
愛
の
醸
成
に
よ
る
離
島
の
創
生
に
つ
い
て
、
事
例
報
告
や
フ
ロ
ア
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。

サ
ミ
ッ
ト
に
は
、
離
島
留
学
を
実
施
し
て
い
る
島
根
県
知ち

夫ぶ

村
お
よ

び
鹿
児
島
県
三
島
村
の
両
教
育
長
、
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト

（
以
下
、高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
。
詳
細
は
後
述
）
の
実
行
委
員
を
務
め
る
大
学
生・

高
校
生
な
ど
が
登
壇
。
約
八
〇
人
が
参
加
し
た
。

◆

し
ま
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
４
開
催

―
教
育
に
よ
る
島
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論

Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｃ
ｏ

レ 

ポ 

ー 

ト
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室
之
園
教
育
長
は
「
三
島
村
を
日
本
の
《
保
健
室
》
と
見
立
て
て
、離

島
留
学
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
と
話
す
。「
全
国
に
約
三
四・六
万
人
の

不
登
校
（
※
１
）、
約
一
四
六
万
人
の
引
き
こ
も
り
（
※
２
）
が
い
る
中
で
、

村
全
体
を
《
保
健
室
》
と
見
立
て
て
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
、
そ
れ

を
介
す
る
こ
と
で
彼
ら
が
生
き
る
力
を
養
い
学
校
に
登
校
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
実
際
に
留
学
生
の
中
に
は
、
ゲ
ー
ム
依
存
症
や
昼
夜
逆
転
の

子
、
運
動
不
足
に
よ
る
食
欲
不
振
の
子
も
い
た
。
し
か
し
、
一
人
一
人

の
生
徒
を
先
生
が
じ
っ
く
り
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
小
規
模
学
校
の
メ

リ
ッ
ト
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
多
様
な
人
々
と
密
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
島
の
生
活
、自
然
と
共
存
す
る
暮
ら
し
な
ど
が
功
を
成
し
、登

校
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
、
室
之
園
教
育

長
は
説
明
、
日
本
の
教

育
課
題
の
解
決
に
も
つ

な
が
る
と
強
調
す
る
。

三
島
村
全
体
の
人
口

減
少
が
進
む
な
か
に
あ

っ
て
、
子
ど
も
の
数
は

増
加
し
て
お
り
、
村
の

「
人
口
に
占
め
る
児
童

生
徒
数
の
割
合
」は
、二

十
数
パ
ー
セ
ン
ト
と
非

常
に
高
い
。
子
ど
も
の
増
加
は
、
学
校
の
存
続
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
村
に
は
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
八は

っ

朔さ
く

太
鼓
踊
り
な
ど
の
伝
統
芸
能
や
行
事

が
あ
る
が
、こ
れ
ら
を
存
続
し
、次
世
代
へ
継
承
し
て
い
け
る
の
は
、学

校
の
児
童
生
徒
や
先
生
た
ち
の
力
も
大
き
い
と
い
う
。
ま
た
、
留
学
生

た
ち
は
将
来
の
関
係
人
口
や
移
住
者
に
な
る
可
能
性
も
高
い
。

情
報
化
の
進
展
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
学
習
や
交
流
も
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
教
育
に
お
け
る
離
島
の
ハ
ン
デ
も
低
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
室
之
園
教
育
長
は
「
都
会
と
同
等
の
学
習
や
他
県
と
の
交
流
を
遠

隔
で
実
施
し
て
い
る
。
西
ア
フ
リ
カ
の
伝
統
打
楽
器
・
ジ
ャ
ン
ベ
が
盛

ん
な
三
島
村
で
は
、
ギ
ニ
ア
の
子
ど
も
た
ち
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
も

あ
る
。
令
和
四
年
五
月
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
と
三
島
竹
島
学
園
の

児
童
生
徒
た
ち
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
談
も
実
現
し
た
」
と
話
す
。

現
在
の
課
題
は
、
離
島
留
学
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
他
地
域
と
の
交

流
が
希
薄
の
た
め
、
情
報
共
有
が
で
き
ず
課
題
解
決
に
時
間
が
か
か
る

点
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
鹿
児
島
県
で
は
令
和
六
年
八
月
に
「
山
村
留
学

推
進
協
議
会
」
を
発
足
。
各
地
が
持
つ
悩
み
を
共
有
、
解
消
に
資
す
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
。

「
み
ん
な
で
つ
な
ぎ
、
し
な
や
か
に
、
学
び
合
う
。
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

な
島
々
を
目
指
し
、教
育
か
ら
島
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
、室

之
園
教
育
長
は
講
演
を
締
め
た
。

室之園晃徳鹿児島県三島村教育長。
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地
域
も
子
ど
も
た
ち
も
元
気
に
な
る
島
留
学
を

渡わ
た

部な
べ 

真
也
（
島
根
県
知
夫
村
教
育
長
）

知
夫
村
（
知ち
夫ぶ
里り
島じま
）
は
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ

た
隠
岐
諸
島
の
一
つ
。
牛
馬
の
放
牧
も
盛
ん
で
、
牧
歌
的
な
風
景
が
広

が
る
。
人
口
五
八
二
人
（
令
和
六
年
一
二
月
一
日
現
在
）、
高
齢
化
率
約
四

六
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
少
子
高
齢
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
村
内
に
は

小
中
一
貫
校
が
一
校
あ
り
、
現
在
、
小
学
部
二
三
人
、
中
学
部
九
人
が

在
籍
し
て
い
る
。

こ
の
島
で
「
六
〇
〇
人
の
家
族
と
く
ら
す
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
島
留
学
が
始
ま
っ
た
の
は
平
成
二
九
年
度
の
こ
と
。「
私
た
ち
の
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
は
『
愛
し
、
愛
さ
れ
、
人
生
を
楽
し
め
る
ひ
と
を
は
ぐ
く
む
』

そ
し
て
『
島
が
元
気
に
な
る
』
こ
と
。
留
学
生
を
迎
え
て
今
年
度
で
八

年
目
、
合
計
二
四
人
と
少
な
い
も
の
の
、
彼
ら
も
地
元
の
子
ど
も
た
ち

も
、
地
域
の
人
た
ち
も
元
気
に
な
れ
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
き
た
」
と
、

渡
部
真
也
教
育
長
は
語
る
。

知
夫
村
の
島
留
学
に
は
、「
全
体
説
明
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）」「
テ
ー
マ
別

説
明
会
（
同
）」「
二
泊
三
日
の
短
期
体
験
」「
一
次
選
考
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）」

「
二
次
選
考
（
現
地
）」
の
大
き
く
五
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。
島
側
、親
子
側
の
双
方
が
納
得
し
た
上
で
の
留
学
と
な
る
よ
う
、丁

寧
な
プ
ロ
セ
ス
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
。
島
留
学
が
決
定
し
た
児
童

生
徒
は
、
集
会
場
を
改
修
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
「
は
ぐ
く
み
寮
」
で
寮

生
活
を
送
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
、
寮
の
運
営
を
担
う
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ

ー
に
は
、
島
外
の
人
材
を
迎
え
入
れ
て
い
る
。

村
で
は
留
学
生
と
島
の
未
来
が
と
も
に
広
が
っ
て
い
く
た
め
の
指
針

と
し
て
「
変
化
を
求
め
て
集
う
場
で
あ
る
」「
知
夫
で
未
来
が
広
が
る
、

知
夫
で
未
来
を
広
げ
る
」「
ぶ
る
ぶ
る 

だ
ん
だ
ん 

ら
ん
ら
ん
ら
ん 

を
大

切
に
す
る
（
感
動
、
感
謝
、
楽
し
む
）」
と
い
う
三
つ
の
軸
を
設
け
て
い
る
。

こ
の
方
針
に
則
り
、
村
で
行
な
っ
て
い
る
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
留
学

生
の
願
い
を
叶
え
る
「
一
〇
〇
の
約
束
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
野
菜
の

生
産
や
ジ
ャ
ム
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
づ
く
り
な
ど
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
大

き
な
こ
と
ま
で
、
島
を
舞
台
に
叶
え
た
い
夢
を
島
の
人
々
の
知
恵
を
借

り
な
が
ら
実
現
し
て
い

く
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
留
学
生
た
ち

は
花
火
大
会
の
清
掃
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

伝
統
行
事
へ
の
参
加
な

ど
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
積
極
的
に
関
わ
る
こ

と
で
、
地
元
の
方
々
と

密
接
な
人
間
関
係
を
構

築
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

渡部真也島根県知夫村教育長。
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子
ど
も
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
が
「
求
め
ら
れ
る
喜
び
」
を
感
じ
、
島
人

は
彼
ら
の
頑
張
り
に
感
謝
す
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
島
外
に
人
材

を
求
め
て
い
る
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
の
安
定
的
な
確
保
が
難
し
い
。
ま
た
、

留
学
生
に
活
躍
の
場
が
多
く
用
意
さ
れ
て
い
る
反
面
、
活
動
が
増
え
る

と
彼
ら
の
負
担
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
今
年

度
の
「
中
学
生
に
よ
る
少
年
の
主
張
島
根
県
大
会
（
第
五
三
回
島
根
県
少

年
弁
論
大
会
）」
で
、
留
学
生
の
一
人
が
「
何
も
で
き
な
い
私
を
必
要
と

し
て
く
れ
、
喜
び
支
え
て
く
れ
る
人
た
ち
が
い
る
。
自
分
の
存
在
そ
の

も
の
が
認
め
ら
れ
て
嬉
し
か
っ
た
」
と
発
表
し
た
と
い
う
。
渡
部
教
育

長
は
、「
知
夫
村
へ
の
島
留
学
が
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
と

な
る
よ
う
に
、
今
後
も
ス
タ
ッ
フ
や
役
場
、
そ
し
て
島
の
方
々
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

島
々
を
結
び
郷
土
愛
を
育
む
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト

田
中 

晴
樹
（
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
４
実
行
委
員
長
）

板
垣 

秋あ

佳か

里り

／
貴き

船ぶ
ね 

梗こ
う

（
同
実
行
委
員
）

次じ

呂ろ

久く 

千
華 

ジ
ェ
イ
ド
（
同
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
３
実
行
委
員
）

全
国
の
離
島
に
住
む
高
校
生
な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
ぎ
、
お
互

い
の
島
の
魅
力
や
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
な
い
、
島
を
盛
り
上

げ
る
た
め
の
合
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
す
る
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
高
校

生
サ
ミ
ッ
ト
」（
大
正
大
学
、
公
益
財
団
法
人
日
本
離
島
セ
ン
タ
ー
共
催
）。
令

和
七
年
一
月
二
六
日
に
開
催
予
定
の
同
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
長
を
務

め
る
田
中
晴
樹
さ
ん
（
大
正
大
学
四
年
）
は
、
島
根
県
立
隠
岐
島
前
高
校

に
離
島
留
学
を
し
て
い
た
過
去
を
振
り
返
り
、「
島
で
の
高
校
生
活
は
非

常
に
充
実
し
て
い
た
。
た
だ
、
島
内
の
交
流
は
年
代
を
問
わ
ず
盛
ん
で

も
、
島
外
の
高
校
生
と
交
流
す
る
機
会
は
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

こ
の
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
は
、
離
島
の
高
校
生
に
と
っ
て
非
常
に
意
義
が

あ
る
と
思
う
。
今
回
は
、
参
加
者
一
〇
〇
人
を
目
指
し
た
い
」
と
、
心

意
気
を
語
っ
た
。

令
和
四
年
に
試
行
的
に
始
ま
っ
た
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
の
参
加
者
は
、

三
五
人
（
同
四
年
度
）、
五
一
人
（
同
五
年
度
）
と
増
加
し
て
い
る
。
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
実
行
委
員
（
大
正
大
学
生
、
離
島
の
高

校
生
で
組
織
）
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
、
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
、

島
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
企
画
な
ど
を
提
案
す
る
内
容
で
、

前
回
は
、
島
の
日
常
生
活
あ
る
あ
る

0

0

0

0

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

す
ご
ろ
く
、
島
外
で
暮
ら
す
島
出
身
者
に
聞
い
た
「
離
れ
て
気
づ
い
た

島
の
魅
力
」
冊
子
づ
く
り
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
が
出
た
と
い
う
。

今
年
度
の
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
は「
合あ

い

縁え
ん

島と
う

縁え
ん

」。
各
島
の
魅

力
や
可
能
性
を
話
し
合
い
、
課
題
の
解
決
案
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
高

校
生
活
の
充
実
や
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
る
。
ま
た
、
参
加
者
同
士
が
つ

な
が
る
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
創
る
こ
と
で
、
高
校

卒
業
後
も
島
に
対
す
る
愛
着
を
忘
れ
ず
、
島
に
関
わ
り
続
け
ら
れ
る
よ
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う
に
し
て
い
く
狙
い
も
あ
る
そ
う
だ
。

「
前
回
は
、
一
緒
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
参
加
者
と
『
大
人
に
な
っ
た

ら
お
互
い
の
島
を
訪
れ
よ
う
』と
い
う
話
に
な
っ
た
」と
語
る
の
は
、昨

年
度
の
実
行
委
員
を
務
め
た
石
垣
島
在
住
で
通
信
制
課
程
に
在
籍
す
る

アイランダー高校生サミットの紹介風景。左から田中晴樹さん、次呂久千華ジェイドさ
ん、貴舩 梗さん、板垣秋佳里さん。

次
呂
久
さ
ん
。
ま
た
、
今
回
の
実
行
委
員
で
、
口く

ち

永の
え

良ら

部ぶ

島じ
ま

に
住
み
通

信
制
高
校
に
通
う
貴
舩
さ
ん
は
「
前
回
の
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
の
で
、
今
年
度
は
実
行
委
員
に
な
っ
た
。
離
島
の
高
校

生
同
士
を
し
っ
か
り
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
を
見
せ
た
。同

じ
く
今
回
の
実
行
委
員
を
務
め
る
北
海
道
奥
尻
高
校
へ
島
留
学
中
の
板

垣
さ
ん
（
栃
木
県
出
身
）
は
「
島
に
来
た
ば
か
り
の
頃
は
や
る
こ
と
が
な

く
、
時
間
を
持
て
余
し
て
普
段
は
考
え
な
い
こ
と
に
悩
ん
だ
時
期
も
あ

っ
た
。
で
も
時
間
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
地
元
に
い
た
時
に
は
見
え
な

か
っ
た
社
会
問
題
に
気
づ
く
こ
と
も
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担

う
世
代
と
し
て
、
高
校
生
同
士
で
離
島
の
問
題
に
対
す
る
解
決
策
な
ど

を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
、
熱
い
思
い
を
口
に
し
た
。

「
離
島
に
よ
っ
て
は
同
級
生
が
い
な
か
っ
た
り
、
若
者
が
自
分
一
人
だ

け
と
い
う
環
境
の
高
校
生
も
い
る
。
離
島
と
い
う
同
じ
＃
（
ハ
ッ
シ
ュ
タ

グ
）
を
持
つ
人
と
出
会
い
、
横
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て
、
悩
み
や
問

題
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
視
野
を
広
げ
る
機
会
に
し
た
い
。
離
島
に
関

わ
る
多
く
の
高
校
生
に
参
加
し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
」
と
、
田
中
さ

ん
は
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

会
場
か
ら
は
、「
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト
は
非
常
に
意
義
の
あ
る
取
り
組

み
。
大
人
が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
残
念
」「
前
回
サ
ミ
ッ
ト

の
成
果
物
（
す
ご
ろ
く
や
冊
子
な
ど
）
の
内
容
が
面
白
い
の
で
、ぜ
ひ
い
ろ

い
ろ
な
方
に
公
開
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
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て
い
る
。
離
島
留
学
の
仕
組
み
や
効
果
が
一
般
の
方
に
伝
わ
り
き
れ
て

い
な
い
。
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
留
学
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
の
発
言
に
対
し
て
は
、「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー

や
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
の
機
会
を
利
用
し
て
横
の
つ
な
が
り
を
構
築
し
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
で
情
報
発
信
し
て
は
ど
う
か
（
板
垣
さ
ん
）」
や
「
ハ
ウ
ス
マ

ス
タ
ー
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
仲
間
を
募
る
こ
と
が
効
果
的
で
は（
渡
部
教
育

長
）」
と
い
っ
た
、情
報
発
信
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。通

信
制
高
校
に
つ
い
て
、
室
之
園
教
育
長
は
「
三
島
村
の
よ
う
に
高

校
が
無
い
島
で
も
、
通
信
制
に
通
え
ば
高
卒
資
格
を
得
ら
れ
る
。
人
や

自
然
と
関
わ
れ
る
島
の

環
境
に
暮
ら
し
な
が
ら
、

高
校
生
活
を
送
れ
る
通

信
制
の
メ
リ
ッ
ト
に
期

待
を
感
じ
る
」
と
述
べ

る
と
、
実
際
に
通
信
制

に
通
っ
て
い
る
次
呂
久

さ
ん
、
貴
舩
さ
ん
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
「
働
き
な
が

ら
で
も
勉
強
が
で
き

る
」「
島
に
住
み
な
が
ら

で
も
十
分
に
教
育
を
受

「
離
島
留
学
」「
通
信
制
高
校
」に
つ
い
て
意
見
交
換

各
事
例
報
告
の
後
、「
離
島
留
学
」
や
「
島
に
住
み
な
が
ら
通
え
る
通

信
制
高
校
」
の
利
点
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
登
壇
者
に
よ
る
フ
ロ
ア

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
た
。

離
島
留
学
で
は
、「
奥
尻
島
で
の
島
留
学
は
、ス
ク
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

の
資
格
が
取
れ
、
町
お
こ
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
で
き
る
。
島
な

ら
で
は
の
取
り
組
み
が
魅
力
（
板
垣
さ
ん
）」
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
語
ら

れ
る
一
方
、「
私
が
高
校
生
の
頃
は
、や
り
た
い
こ
と
を
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ

ー
が
支
援
し
て
く
れ
て
、
寮
内
で
は
仲
間
が
見
つ
け
や
す
か
っ
た
。
た

だ
、
留
学
生
の
生
活
が
寮
の
中
だ
け
で
完
結
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
も
あ

り
、
地
元
の
生
徒
と
仲
良
く
な
る
た
め
の
交
流
の
機
会
が
増
え
る
と
嬉

し
か
っ
た
（
田
中
さ
ん
）」
と
い
う
意
見
も
あ
が
っ
た
。

渡
部
教
育
長
に
よ
る
と
、
知
夫
村
で
は
島
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
に

あ
た
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
有
志
を
募
り
、
保
護

者
・
学
校
関
係
者
・
地
域
活
性
化
に
興
味
が
あ
る
人
が
集
ま
っ
て
、
寮

の
運
営
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
と
い
う
。「
彼
ら
が
今
で
も
留
学
生

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
側
に
も
課
題
が

あ
り
、
例
え
ば
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
な
ど
の
関
係
者
が
一
人
で
悩
み
を
抱

え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
同
じ
立
場
の
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
」。

室
之
園
教
育
長
の
「
離
島
の
み
な
ら
ず
全
国
で
里
親
が
少
な
く
な
っ

講評をする谷川正芳広島県大崎上島町長。
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け
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
間
が
自
由
に
使
え
て
、
や
り
た
い
時
に
や
り

た
い
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
っ
た
通
信
制
高
校
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
げ
ら

れ
た
。

他
方
、「
部
活
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
で
き
な
い
／
し
づ
ら
い
（
次

呂
久
さ
ん
）」「
自
発
的
に
動
か
な
い
と
引
き
こ
も
り
に
な
り
や
す
い
（
貴

船
さ
ん
）」
と
い
っ
た
課
題
に
つ
い
て
も
意
見
が
出
さ
れ
た
。

◆

し
ま
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト
は
、谷
川
正
芳
広
島
県
大
崎
上
島
町
長
の「
離

島
留
学
に
つ
い
て
教
育
長
と
大
学
生
、
高
校
生
た
ち
が
直
に
話
し
合
う

機
会
が
得
ら
れ
た
の
は
、
非
常
に
重
要
だ
。
都
会
の
よ
う
に
情
報
が
多

す
ぎ
る
と
選
択
に
迷
う
こ
と
も
あ
る
が
、
自
然
豊
か
な
離
島
で
は
情
報

が
限
ら
れ
る
分
、
自
分
を
掘
り
下
げ
見
つ
め
直
す
時
間
を
持
て
る
。
今

回
、
高
校
生
の
発
言
を
聞
き
な
が
ら
、
留
学
生
だ
け
で
な
く
親
御
さ
ん
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
も
含
め
て
、全
員
が
安
心
で
き
る
よ
う
に
我
（々
行

政
）
が
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
る
こ
と
で
、
離
島
を
第
二
の
故
郷
と
思
う
人

材
が
育
つ
と
嬉
し
い
」
と
の
講
評
を
も
っ
て
、
盛
会
裏
に
幕
を
閉
じ
た
。

（Tokyo Islands 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
）

約80人の参加者が登壇者の語る離島の教育の意義について耳を傾けた。


